


問題3 次の語句 ・ 人名の中から2つを選び、 簡潔に説明しなさい。 選択した番号を

明記のこと。

1. 往来物

2. 奉安殿

3. 学習指導要領（試案）

4. 小原国芳

5. ヤヌシュ ・ コルチャック

2 I 2 



令和8 (2026) 年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

教師教育制度論

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 日本の公立学校の教員人事は都道府県・政令指定都市の教育委員会が権限を

もって採用し， 配置する広域人事制度を採用している。 他方， 学校理事会

(governing body)が権限をもち， 各学校で教員の採用を行うイギリスのよ

うに， 教員人事権を学校に大きく委譲している国も多い。 広域人事制度と

校分権型人事制度にはそれぞれいかなる功罪があるかについて， 両者を対比

しつつ述べなさい。 具体例をあげる場合には日本とイギリスに限定する必要

はない。

問題2 次の文章を読み、 以下の問題のすべてに答えなさい。
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（出典：ダン ・ ロ ー ティ（著）． 佐藤学（監訳） （2021)『スク ールティーチ

ャ ー ：教職の社会学的考察』学文社， pp. 152-153から抜粋）

1．本文中の「外発的報酬」は何を指すか。 空欄

用語または文章を3つ答えなさい。

に適する

2. 教職にとって「付帯的報酬」の意義と限定性が何かを論じなさい。

3. 報酬構造の観点から、教師の仕事満足度を高める要因として、どのよう

な報酬が重要かを論じなさい。 また、 そのような報酬はどのような場面で得られ

るかについて具体例を挙げなさい。

間題3 次の6つの用語のうち、 3つを選んで説明しなさい。 選択した番号を明記の

こと。

1.ソ ー シャル ・ キャピタル

2．教職の不確実性

3 ． 教育の機会均等

4 ． 教職の専門職性

5.チ ー ム学校

6.教員文化
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令和8 (2026) 年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

学校経営論

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 日本の公立学校の教員人事は都道府県・政令指定都市の教育委員会が権限をもっ
て採用し、配置する広域人事制度を採用している。他方、学校理事会(governing
body)が権限をもち、各学校で教員の採用を行うイギリスのように、教員人事権
を学校に大きく委誤している国も多い。広域人事制度と学校分権型人事制度には
それぞれいかなる功罪があるかについて、両者を対比しつつ述べなさい。 具体例
をあげる場合には日本とイギリスに限定する必要はない。

問題2 中央教育審議会において現行の学習指導要領の改訂に向けた議論が始まって
いる。 文部科学省が教育課程および教育内容の基準として定める学習指導要
領について、 教育学における主たる議論を次のキ ーワ ー ドを用いて論じなさ
い。 また、 学校経営あるいは授業実践との関係で論点を一つあげて、 自身の
考えを論じなさい。

くキーワ ー ド＞
法的拘束力 大綱的基準 「学びのすすめ」 標準授業時数

問題3 日本の学校経営に関わる以下の4つの用語のうち、2つを選んでその意味を
説明しなさい。 その際、 その用語に関わる課題・論点について、 具体例を交
えて論じなさい。

1.フォロワ ー シップ
2.授業スタンダー ド
3. ニ ュ ー ・パブリック・マネジメント(NPM)
4. 「個別最適な学び」と「協働的な学び」



令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

教育行政学

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

間題1 日本の公立学校の教員人事は都道府県・政令指定都市の教育委員会が権限をもっ

て採用し、 配置する広域人事制度を採用している。 他方、 学校理事会(governing body) 

が権限をもち、 各学校で教員の採用を行うイギリスのように、 教員人事権を学校に大きく

委譲している国も多い。 広域人事制度と学校分権型人事制度にはそれぞれいかなる功罪が

あるかについて、 両者を対比しつつ述べなさい。 具体例をあげる場合には日本とイギリス

に限定する必要はない。

問題2 日本の義務教育制度は就学義務制を採用している。 就学義務はいかなる意味か、

またそれを実現するためにどのような制度や政策が採られてきたかを説明した上で、 これ

に関わる課題や論点をいくつか取り上げて論じなさい。

問題3 日本の教育制度・行政に関わる以下の7つの用語のうち、 2つを選んでその意味

や仕組みと課題・論点などについて説明しなさい。（選択した番号を明記のこと）

1. 中央教育審議会

2. 教育委員公選制

3. 学校運営協議会

4. 特別免許状

5. 学校設置者

6. 夜冑由

7. インタ ー ナショナルスク ー ル
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令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

産業教育
(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 社会調査の実施にあたって留意すべきことをあげ、 その理由について述べな

さい。

問題2 日本の職業教育の特徴を社会構造的な観点から述べよ。

問題3 次の事項の中から3つを選んで説明しなさい。 選択した番号を解答用紙に明

記すること。

1.徒弟制

2.技術革新

3.新時代の「日本的経営」

4. 二重構造論

5. 職能資格制度







令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

教育社会学

(2 5 0点満点）

以下の間題のすべてに答えなさい。

問題1 社会調査の実施にあたって調査者が留意すべきことをあげ、 その理由を述べ

なさし＼

問題2 教育機会の男女間・地域間格差について、 論述しなさい。

問題3 次の語句の中から、 2つを選び説明しなさい（選択した番号を解答用紙に明

記すること）。

①文化資本

③階級と階層

②エスノグラフィ

④構築主義



令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

視知覚認知過程論

(2 5 0点満点）

以下のすべての問題に答えなさい。

問題1 以下は， 架空の実験に関する記述である。 これを読み， 手続き上で改善すべ
き点について2つから3つ程度の観点から指摘し， その理由および改善策に
ついて解説しなさい。 解説の際には， 細かな手続き上の条件設定が必要であ
れば各自で加えて構わない。

あなたは意味レベルの情報処理が記憶に及ぼす影響について修士論文で取り組むこ
とになった。実験はx個の形容詞のリストをx分で記憶する課題であった。実験群は，
形容詞を覚える際に自分に関連付けて記憶するよう教示された（意味レベルの処理）。
統制群は， ひたすら形容詞を繰り返し口にすることで記憶するよう教示された（浅い
処理）。課題終了後に，リストにあった単語と，なかった単語を混ぜたリストを提示し，
リストにあったものを再認できるかを検討した。

実験は大学生を対象にし， 色々な授業での呼びかけや公共の掲示板などに参加の案
内を提示して参加者を募集した。 結果， 合計で50名のサンプルサイズとなったため，
両群25名ずつ割り振ることにした。 実験群の効果を積極的に検討したいため，真っ先
に申し出があった積極的な参加者から実験群に割りあてた。 デー タ収集の終了直前，
試しに両群を比較する分析を行うと，p=.08で惜しくも有意水準に届いていなかった。
そこで検定力を高くするため， 各群それぞれ5名ずつ追加収集し， 再度比較したとこ
ろ5％水準で有意となっていたためデー タ収集を終了した。 正式な分析の結果， 意味レ
ベルの処理が浅い処理に比べて効果的であることが分かった。
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問題2 次の4題の中から2題を選んで、 それぞれ簡潔に説明しなさい。 選択した番

号を明記のこと。

1. 知覚的体制化(perceptual organization)を客観的に測定する方法
2. Treismanが提唱した特徴統合理論(Feature integration theory)

3. Lavieが提唱した注意の知覚的負荷理論（perceptual load theory of attention)

4. 社会性における顕著性マップ(saliency map)の役割

間題3 視覚情報の入力から短期記憶として保持されるまでの過程について、 以下の5つ

の用語のうち3つ以上を用いて説明しなさい。 またその過程において、 短期記

憶または作業記憶(working memory)の個人差が生じるメカニズムについて論じ

なさい。

［用語：腹側路、N2pc、CDA、 リカレント処理、 容量制限］
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令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

認知・動機づけ論

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 以下は， 架空の実験に関する記述である。 これを読み， 手続き上で改善すべ
き点について2つから3つ程度の観点から指摘し， その理由および改善策に
ついて解説しなさい。 解説の際には， 細かな手続き上の条件設定が必要であ
れば各自で加えて構わない。

あなたは意味レベルの情報処理が記憶に及ぼす影響について修士論文で取り組むこ
とになった。実験はx個の形容詞のリストをx分で記憶する課題であった。実験群は，
形容詞を覚える際に自分に関連付けて記憶するよう教示された（意味レベルの処理）。
統制群は， ひたすら形容詞を繰り返し口にすることで記憶するよう教示された（浅い
処理）。課題終了後に，リストにあった単語と，なかった単語を混ぜたリストを提示し，
リストにあったものを再認できるかを検討した。

実験は大学生を対象にし，色々な授業での呼びかけや公共の掲示板などに参加の案内
を提示して参加者を募集した。 結果， 合計で50名のサンプルサイズとなったため， 両
群25名ずつ割り振ることにした。 実験群の効果を積極的に検討したいため，真っ先に
申し出があった積極的な参加者から実験群に割りあてた。 デー タ収集の終了直前， 試
しに両群を比較する分析を行うと，p=.08で惜しくも有意水準に届いていなかった。 そ
こで検定力を高くするため， 各群それぞれ5名ずつ追加収集し， 再度比較したところ

5％水準で有意となっていたためデー タ収集を終了した。 正式な分析の結果， 意味レベ
Jレの処理が浅い処理に比べて効果的であることが分かった。
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問題2 次の3つの用語から2つ選び， それぞれの意味を簡潔に説明しなさい。 選択

した語の番号を明記すること。

1. ワ ー キンクメモリ(Working Memory)

2. メタ記憶（Meta-memory)

3． 学級風土（Classroom Climate)

問 題3 学習方略を知っているのに実際に使えないことは産出欠如(production

deficiency)と呼ばれる。 こうした問題の原因・背景にはどのようなものが挙げ

られるかについてあなたの考えを述べよ。 また， これの改善方法ついても記

述しなさい。
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令和8 (2026) 年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

発達心理学

(2 5 0 点満点）

以下のすべての問題に答えなさい。

問題1 心理学において， 人を「理解すること」と， 人と「関わること」は， しばしば
異なる営みとして語られる一方で， 研究や実践においては， 立場や方法によ
って， 両者の位置づけや関係の捉え方は異なりうる。 そこで， あなたが今後
取り組みたいと考える心理学の研究や実践を想定し， 「理解すること」と「関
わること」はどのように異なり， またどのように結びついていると考えられ
るかについて， 具体例を交えながら述べなさい。

問題2 次の用語の中から3つを選んで簡潔に説明しなさい。 選択した番号を明記の
こと。

1. 認知発達理論（cognitive developmental theory)
2. モラトリアム(moratorium)
3. 潜在（成長）曲線モデル(latent growth curve model)
4. 無条件の肯定的関心(Unconditional Positive Regard)
5. あいまいな喪失(Ambiguous Loss)
6. インタ ー セクショナリティ(Intersectionality)

問題 3 日本の不登校の現状とそれに対する対応を複数の視点から述べなさい。



令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

福祉臨床心理学
(2 5 0点満点）

以下のすべての問題に答えなさい。

問題1 心理学において， 人を 「 理解すること」と， 人と 「 関わること」は， しばしば

異なる営みとして語られる一方で， 研究や実践においては， 立場や方法によ

って， 両者の位置づけや関係の捉え方は異なりうる。 そこで， あなたが今後

取り組みたいと考える心理学の研究や実践を想定し， 「 理解すること」と「関

わること」はどのように異なり， またどのように結びついていると考えられ

るかについて， 具体例を交えながら述べなさい。

問題2 次の用語の中から3つを選んで簡潔に説明しなさい。 選択した問題番号を明

記のこと。

1. 認知発達理論（cognitive developmental theory)

2. モラトリアム(moratorium)

3. 潜在（成長）曲線モデル(latent growth curve model)

4. 無条件の肯定的関心(Unconditional Positive Regard)

5. あいまいな喪失(Ambiguous Loss)

6. インタ ー セクショナリティ(Intersectionality)

問題3 社会的排除を経験した（している）クライエントヘの心理支援の実践や研究

において， なぜ心理支援者自身の批判的省察(Critical Reflection)が重視 、

されるのかについて， あなたの考えを述べなさい。



令和8 (2026)年度大学院教育学院修士課程第2次入学試験問題

多元文化教育論

(2 5 0点満点）

以下の問題のすべてに答えなさい。

問題1 AI翻訳・通訳の普及により、 外国語学習の必要がなくなるという意見があり

ます。 また、 翻訳家の仕事がなくなると懸念する人たちもいます。 あなたは

こうした予想に同意しますか。 理由を挙げて自分の考えを述べなさい。

問題2 次の問いの中から1つを選択して解答しなさい。選択した番号を明記のこと。

1. アイデンテイティとコミュニケ ー ションの関係について説明しなさい。

2. 言語的コミュニケ ー ションと非言語的コミュニケ ーションにおける誤解

について、 それぞれ例を挙げて説明しなさい。

3. 現代社会において、 国境を越えて移動する人々が増えているのはなぜで

すか。 また、移住者の増加はどのような課題を受入国にもたらしています

か。 説明しなさい。

4. 外国に移住した家族には、「親子の役割逆転」が起こることがあります。

これは、 具体的にはどのような現象を指しますか。 また、 どんな問題があ

ると考えられますか。 論じなさい。

問題3 次の8つの用語のうち、 3つを選んで説明しなさい。 選択した番号を明記の

こと。

1. アイデンテイティ政治

2. オリエンタリズム

3. グロ ー バリゼ ー ション

4. 高文脈文化と低文脈文化

5. ステイグマ

6. セミリンガル

7. ナショナリズム

8. 文化資本




